
48 
 

厚生労働科学研究費補助金難治性疾患政策研究事業 

IgG4 関連疾患の診断基準並びに診療指針の確立を目指す研究 

分担研究報告書（平成 29年度） 

 
IgG4 関連呼吸器疾患における Classification Criteria の考察 

 
研究分担者 松井祥子 富山大学保健管理センター 教授 

 
 研究要旨：IgG4 関連呼吸器疾患においては、レジストリ構築にむけての登録項目が検討されているが、

鑑別すべき疾患が多く、特異的な所見が少ない。本研究では、日米両国で検討されている IgG4-RD 

Classification Criteria の中で、呼吸器領域に関連する 2項目の所見について、特異性の高い所見に

該当するか否かを検討した。 
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A. 研究目的 

 岡崎班ではIgG4関連疾患のレジストリ構築が

検討されている。一方米国では、Prof. Stoneの

元で、IgG4-RD Classification Criteria の検討

が進んでおり、その中で呼吸器に関しては、Chest 

& Thoracic Aortaの項で、1) Peribronchovascular 

and septal thickening 2) Paravertebral 

band-like soft tissue in thorax の2つの所見

が、Inclusion Criteriaに含まれている。今後の

レジストリ構築に向けた準備のために、呼吸器領

域における2項目所見につき検討を行った。 

 

B. 研究方法 

IgG4 関連疾患包括診断基準、および IgG4 関

連呼吸器疾患診断基準に基づいて診断された富

山大学附属病院の IgG4 関連呼吸器疾患

(IgG4-RRD) 30 例を検討した。 

（倫理面への配慮） 

本後方視調査については、富山大学倫理審査

委員会における承認を得て行われた。 

 

C. 研究結果 

 IgG4-RRDでは、1) Peribronchovascular and 

septal thickening の所見は、23/30 例（76.7％）

に認められ、2）Paravertebral band-like soft 

tissue in thorax の所見は 3/30 例（10.0％）

に認められた。これらの所見を、IgG4-RRD と

同様に肺門縦隔リンパ節腫大をきたすサルコ

イドーシス 33例を対照として検討すると、1）

は 75.8％、2）は 0％であり、2）は IgG4-RRD

に特異性の高い所見であると考えられた。2）

の所見を認めた 3例は、いずれも複数臓器に

病変があり、また血清 IgG4、可溶性 IL-2R も

高値であった。この 2）の所見は IgG4-RD 疑

診群 2例にも認められていた。これら 5例の

特徴は、腎もしくは後腹膜病変を合併してい

た。 

 

D. 考察 

 Classification Criteria の胸郭病変を検

討した結果、傍椎体病変は 10％の出現率であ

り、サルコイドーシスには認めなかったこと
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から特異性の高い所見と考えられた。腎・後

腹膜所見の併発については、症例数が少ない

ことから、今後の検討課題と考えられた。 

 

E. 結論 

 傍胸椎（椎体）病変は、サルコイドーシス

に比して優位に IgG4-RRD に認められたこと

から、本所見をレジストリ項目に含めて調

査・検討をする必要があると考えられた。 
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